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Abstract :  We have been studying the prosodic feature of infant voices in order to clarify the way Japanese 
children express singing elements in their voices.  In our previous thesis （Sakai et al. 2013） we carried out a 
listening experiment by presenting 88 types of three-tone voices to the adults, then asked them to assign a score 
for each of the three-tone voices on a perceived musicality scale that we have provided.  The data obtained 
from this experiment pointed to three general tendencies.  First, the adults tended to assign higher scores to the 
three-tone voices with longer sounds.  Secondly, if the last sound in the three-tone voices were the highest it 
was perceived as more musical.  Thirdly, although the last tendency was not as clearly visible as the ﬁrst two, 
the musicality score also tended to depend on the overall pitch – the higher it was, the more points it received.  
Our current thesis elaborates on our previous ﬁndings in order to conﬁrm our results by reﬁning the listening 
experiment.  By selecting 5 of the previous 88 types of the three-tone voices and synthesizing them into various 
types of lengths, pitches and intonation.  The results conﬁrmed three of the tendencies observed in our initial 
experiment.  Longer sounds scored considerably higher than shorter ones.  Overall pitch inﬂuences the score as 
well； higher three-tone voices received better scores. Finally, the three-tone voices where the last sound was 
the highest also scored higher.  Our previous experiment showed only a general tendency, however this current 
experiment gave us much clearer and more detailed results.
要旨：これまで筆者らは，日本語環境にある乳幼児が歌唱様の音声をどのように表出しているかを明
らかにするために乳幼児音声の韻律的特徴について検討してきた。前稿（坂井他 2013）において我々














ている （伊藤 1978/ 永田 1981/ 志村 1991/ 南 1991/ 岡林・
坂井 2007/ 坂井・岡林・佐野 2008）。また，幼児期の
発話において，3 モーラの音声が最も多いということ








8 ヶ月・12 ヶ月・17 ヶ月齢児の，3 音が比較的同
じ長さ （以下等時とする） のひとまとまりの音声 4） 




3 音等時音声 （重音節） の実態について明らかにする
ために，特殊拍部分の分類をおこなった。その結果，
特殊拍の出現頻度としては，促音の 3 連続 （例：たっ


















喃語期の音節を 「ことば」 か 「うた」 かに分類する
ための試みとして， 「歌っているように聞こえる音声」 
はどのような韻律的特徴を持つかを調べることにし
た。88 パターンの乳幼児の 3 音等時音声 4）（音声の状
態が良好な 8 ヶ月・12 ヶ月・17 ヶ月齢児の 3 音等時

















音声のうち，うた度評定が 1 位であった 「ヘーヤー
アー」，2 位の 「ギャッタッタ」，8 位の 「シーシー
オー」，11 位の 「コーク─オー」 23 位の 「ンーイー








































最後に抑揚について，3 音等時音声の 2 音目を基準
とした 3 音目の音高が高い場合，同じ場合，低い場
合の 3 水準を作成した。まず 2 音目と 3 音目が同じ
音高の場合を作成し，その 3 音目とオリジナル加工
音声の 3 音目の音程の幅 （高くなる場合と低くなる場






5 パターン× 「長さ 3 水準×高さ 2 水準×抑揚 3 水
準」 の計 90 音声が本稿の聴取実験用音声である。論
文末尾に 1 例 （「シーシーオー」），生音声 （図 2） と
加工音声 （図 3） のピッチデータを掲載する。
2. 2．聴取実験の方法
作成した 90 音声を用いておこなった聴取実験の








く聞こえない」 から 6 「とても聞こえる」 までの，6
段階のうち一つの＋に必ず○を付けてください。








3. 1. 1． 「ヘーヤーアー」 
「ヘーヤーアー」 は今回の評定で 5 パターン中うた
度が最も高かった音声 （1 位音声の評定値 4.8） であ
る。「ヘーヤーアー」 は前稿のうた度評定でも 1 位 （前
回実験の評定値 5.4） であった。オリジナル加工音声
は末尾の音が高い抑揚の音声で，今回の実験では 18







3. 1. 2． 「ギャッタッタ」 
「ギャッタッタ」（1 位音声の評定値 3.7） は前稿のう







3. 1. 3． 「シーシーオー」 
「シーシーオー」（1 位音声の評定値 4.0） は前稿のう






表 2　5 パターンの 「長さ 3 水準，高さ 2 水準，抑揚 3 水準」 の加工音声のうた度評定値と順位，
およびオリジナル加工音声が生音声時の評定値と順位
ヘーヤーアー 加工音声 生音声
長さ 高さ 抑揚 順位 評定値 順位 評定値
1.2 a 高 1 4.8
1.2 b 高 2 4.7
0.8 a 高 3 4.3
1.0 a 高 4 4.2 1 5.4
1.2 a 低 4 4.2
1.0 b 高 6 4.1
1.0 a 低 7 3.8
1.0 b 低 7 3.8
0.8 b 高 7 3.8
1.2 b 低 10 3.7
1.2 a 中 11 3.4
0.8 a 低 11 3.4
0.8 b 低 13 3.3
1.0 a 中 14 3.2
1.2 b 中 15 3.0
0.8 a 中 15 3.0
1.0 b 中 17 2.9
0.8 b 中 18 2.7
コークーオー 加工音声 生音声
長さ 高さ 抑揚 順位 評定値 順位 評定値
1.2 a 高 1 4.1
1.0 a 低 2 4.0
1.2 a 低 2 4.0
0.8 a 高 4 3.9
1.0 a 高 4 3.9 11 4.7
1.0 b 高 4 3.9
0.8 a 低 7 3.8
1.2 b 中 8 3.7
1.2 b 高 9 3.6
1.0 a 中 10 3.5
0.8 a 中 10 3.5
0.8 b 高 10 3.5
1.2 a 中 13 3.4
1.2 b 低 13 3.4
0.8 b 低 13 3.4
1.0 b 低 13 3.4
1.0 b 中 17 3.3
0.8 b 中 18 3.2
ギャッタッタ 加工音声 生音声
長さ 高さ 抑揚 順位 評定値 順位 評定値
1.0 a 高 1 3.7 2 5.2
1.2 a 高 2 3.6
0.8 a 高 3 3.5
1.0 b 高 4 3.3
1.2 a 低 5 3.2
0.8 b 高 6 3.1
1.0 a 中 6 3.1
1.0 a 低 6 3.1
0.8 a 低 6 3.1
1.0 b 中 10 3.0
0.8 a 中 11 2.9
1.2 b 低 11 2.9
1.2 a 中 13 2.8
0.8 b 低 13 2.8
1.2 b 高 15 2.7
1.0 b 低 15 2.7
0.8 b 中 15 2.7
1.2 b 中 18 2.5
ンーイーエー 加工音声 生音声
長さ 高さ 抑揚 順位 評定値 順位 評定値
1.0 a 低 1 4.2 23 4.1
1.2 a 低 2 3.8
1.2 a 高 3 3.6
1.0 b 低 3 3.6
1.0 a 高 3 3.6
1.2 b 低 6 3.5
1.2 a 中 6 3.5
1.2 b 高 8 3.4
0.8 a 高 9 3.3
1.0 b 高 10 3.2
1.2 b 中 11 3.1
1.0 a 中 11 3.1
0.8 a 中 13 3.0
0.8 b 低 14 2.9
0.8 a 低 14 2.9
0.8 b 高 16 2.8
1.0 b 中 17 2.7
0.8 b 中 18 2.6
シーシーオー 加工音声 生音声
長さ 高さ 抑揚 順位 評定値 順位 評定値
1.2 a 高 1 4.0
0.8 a 高 1 4.0
1.2 b 高 3 3.9
1.0 a 高 3 3.9 8 4.9
0.8 b 高 5 3.7
1.2 a 中 6 3.6
1.0 a 中 6 3.6
0.8 a 中 8 3.4
1.0 b 高 9 3.3
1.2 b 中 10 3.2
1.0 b 中 10 3.2
0.8 b 中 12 3.1
1.0 a 低 13 3.0
0.8 a 低 13 3.0
1.2 a 低 15 2.8
1.0 b 低 15 2.8
1.2 b 低 17 2.7
0.8 b 低 18 2.6
※「生音声」は加工する前の音声




表 1　加工音声の実験条件と水準 （網掛けはオリジナル加工音声の水準） 
長さ 短い （0.8 倍） ：0.8 オリジナル加工音声の長さ：1 長い （1.2 倍） ：1.2
高さ オリジナル加工音声の高さ：a 3 半音程度低い高さ：b
抑揚 末尾の音が高い：高 2 音目と同じ高さ：中 末尾の音が低い：低




3. 1. 4．「コーク─オー」 
「コーク─オー」（1 位音声の評定値 4.1） は前稿のう







ては上位 5 位まで高い音声が選ばれており , 高い音声
がうた度の高いことと関係する傾向がみられる。
3. 1. 5．「ンーイーエー」 
「ンーイーエー」（1 位音声の評定値 4.2） は前稿のう























































































4）  NTT 乳幼児音声データベース （音声資源コンソーシ
アム） から抽出。発話音声ファイルのフォーマットは，
量子化ビット数 16 ビット，量子化周波数 16kHz，モ
ノラルの wav 形式である。
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※枠で囲ったピッチデータ（高抑揚 1.0a）が
　オリジナル加工音声である。
図 2　生音声 「シーシーオー」 のピッチデータ
図 3　加工音声 「シーシーオー」 のピッチデータ
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